
執筆者紹介（掲載順）

執筆者	 ①所属と職位、②専門分野、③主な担当科目、
	 	 ④教育・研究業績、地域貢献などの紹介

遠藤　惠子	 ①国際人文学部国際文化学科　准教授
	 	 ②社会学
	 	 ③社会学入門、ジェンダー論
	 	 ④	日本の内務官僚に関する研究を行なっている。関連業績としては、「内務官

僚と婦人公民権法案―昭和初期政府案への展開と挫折―」『母子研究』20号
（2000年），「昭和期地方局官僚の肖像―大村清一・坂千秋・挾間茂―」副田
義也編『内務省の歴史社会学』東京大学出版会（2010年）などがある。

亀井みどり	 ①国際人文学部国際文化学科韓国語コース　助教
	 	 ②韓国語学（語彙論）
	 	 ③	韓国語コミュニケーション（書く・読む）Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、日韓翻訳技法Ⅰ・

Ⅱ、日韓通訳技法Ⅰ、韓国語プロジェクトＢ、国際文化演習（日韓の言語
と文化）

	 	 ④	「韓国語感情形容詞「속상하다」の使用様相についての考察」（『城西国際
大学紀要』第29巻第２号、2021年）、共著『オンライン国際交流と協働学
習―多文化共生のために―』第６章オンライン交流学習における「協働」
のあり方の模索―ある日韓混合グループに生じた非協働性の問題に着目し
て―（くろしお出版、2022年）など。	

王　　　岩	 ①国際人文学部国際文化学科　准教授
	 	 ②比較文化、通訳翻訳学
	 	 ③	通訳の理論と方法、日中通訳（会議・ビジネス）、日中通訳（観光・コミュ

ニティー）
	 	 ④	『原典・日本文化論』東北大学出版社、2016年（共訳）、『原典・日本文化

論』北京大学出版社、2014年（分担執筆）、「『徒然草』における説話的世界
の探索―顕基説話の受容を中心として」（『城西国際大学日本研究センター
紀要』第７号、2012年）、『上級日本語精読編（一）（二）』北京大学出版社、
2011年（共編）など。



瀧　　章次	 ①国際人文学部国際交流学科　教授
	 	 ②西洋古典学
	 	 ③	根拠への問い―哲学への扉、倫理学概論、文学のはじまり―古代ギリシア・

ローマの文学（以上全学部共通基盤科目）、環境政策論、キリスト教政治倫
理（非常勤講師：青山学院大学）

	 	 ④	「パンデミックCOVID-19後に向けた生命共同体論の可能性―持続不
可能な消費社会と相関する集団的自己意識における反照的自己規定構
造（identification）からの問い」（『城西国際大学紀要』（環境社会学部）
（2022））、	‘Imitatio	Socratis:	A	Histrionic	Reconstruction	of	Plato’s	Socrates’	
（『城西国際大学紀要』（2020）　	（Erasmus+	教員派遣交換プログラム（2019
年４月）、ハンガリー、デブレツェン大学、古典学部、講義（４月17日（水）
原稿改稿）。

磐崎　弘貞	 ①国際人文学部国際交流学科　非常勤講師
　　　　　　　　（筑波大学グローバルコミュニケーション教育センター　教授）
	 	 ②英語教育学、語彙／辞書指導、内容言語統合型学習（CLIL）
	 	 ③英語科教育法I、II、III、IV
	 	 ④	３大学で英語科教育法を担当。著作：望月昭彦・久保田章・磐崎弘貞・卯

城祐司（2018）『新学習指導要領にもとづく英語科教育法（第３版）』（大修
館書店）、磐崎弘貞（2011）『英語辞書をフル活用する７つの鉄則』（大修館
書店）など。大修館書店『英語教育』誌５・９・１月号にて和文英訳演習
を担当。日本CLIL学会副会長。

	
Kevin	Clark	 ①Assistant	Professor	（Center	for	Language	Education）
	 	 ②English	language	education
	 	 ③Oral	communication;	Four	skills;	TOEIC
	 	 ④	Kevin	Clark	 has	 an	M.A.	 in	TESOL.	His	 areas	 of	 specialty	 involve	

Computer	Assisted	Language	Learning	and	Media	Study.	His	research	
publications	 involve	 use	 of	multimedia	 in	 education	 and	 learner	
development.	

Steven	Silsbee	 ①Associate	Professor（Center	for	Language	Education）
	 	 ②English	language	education
	 	 ③	Oral	communication;	Academic	writing;	English	for	Specific	Purposes
	 	 ④	Steven	Silsbee	has	 an	M.A.	 in	TESOL.	His	 areas	 of	 specialty	 involve	

Computer	Assisted	Language	Learning	and	Media	Study.	His	 research	
publications	 involve	curriculum	and	materials	development	and	Computer	
Assisted	Language	Learning.	His	research	publications	include	ESP	program	
development,	implementation	and	management	of	CALL	programs.



羽鳥美有紀	 ①語学教育センター　助教
	 	 ②ビジネス日本語、留学生のキャリア形成、ビジネスマナー
	 	 ③ビジネス日本語
	 	 ④	「外国人留学生の人材育成における一考察―ホスピタリティ業界に従事す

る外国人社員の振り返りを通して―」（『城西国際大学大学院紀要第23号、
2020年）。『日本で働くための本―就活生から社会人まで―』アスク出版
（2021年11月）。「第９課接遇・待遇おもてなしの日本語」『ビジネス日本語
教師養成コース』アテイン株式会社	e-learning	教材（2017年）など。その
他、ビジネスマナー講師として日本と中国で活動。主な実施先として、中
国遼寧省外事弁公室（LIAONING	FOREIGN	AFFAIRS	OFFICE）などあ
る。	

髙柳　真理	 ①語学教育センター　助教
	 	 ②日本語教育、CLIL
	 	 ③統合日本語I、統合日本語Ⅱ、日本語Ⅰ
	 	 ④	「同時双方型授業とオンデマンド授業を組み合わせたオンライン授業の試

み」単著　城西国際大学日本語教育担当部局　JIU日本語教育実践報告集第
２号　他　『あなたの弱点が分かる！日本語能力試験N1模試×２』（株）ユ
ニコム、2013年（共著）など　『知る・考える・伝える日本語』『初級日本
語	つながる』と城西国際大学の日本語教育で使用されている教科書作成に
取り組んできた。

	
渡邉　治郎	 ①語学教育センター　非常勤講師
	 	 ②English	Language	Education
	 	 ③		Oral	FluencyⅠ/Ⅱ,	Fundamentals	of	English	Ⅰ/Ⅱ,	Basic	Writing	Skills,	

Business	English	Writing,	Advanced	Reading	Skills,	TOEIC:	Grammar	
and	Listening	Ⅱ	

吉城寺尚子	 ①国際人文学部国際交流学科　教授
	 	 ②西洋美術史、表象文化論
	 	 ③西洋美術、視覚文化論
	 	 ④	「色名の翻訳と作品の変容	:	Les	rivières	pourpres の場合」『城西国際大学

大学院紀要』22号（2019年）など。	




